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子ども・子育て支援新制度子ども・子育て支援新制度
第３弾　施設の選び方と利用料の考え方編

　本紙⚗月⚒⚑日号で新制度の仕組み、⚙月⚑日号で新制度に移行する施設の利用手順について説明しまし
た。今回は、⚒⚐⚑⚕年⚔月から新制度に移行する施設の利用を考える際の幼稚園や保育園などの「施設の選
び方」と「利用料の考え方」について、ご紹介します。
　新制度では、施設を利用する際に市から認定を受ける必要があります。認定には、子どもの年齢や保育
の必要性に応じて、⚑号認定から⚓号認定まで⚓つの区分があります。認定区分によって利用できる施設
が異なりますので、それぞれのご家庭に合った施設を選びましょう。新制度に移行しない幼稚園の利用手
続きは、これまでと変わりませんので、認定を受けていただく必要はありません。
　なお、利用料は保護者の所得に応じた額（応能負担）となります。

（（（（（（（（（（　ご家庭に合った施設は？　利用したい施設は？　））））））））））

※年齢は、⚒⚐⚑⚕年⚔月⚑日時点です。
※新制度に移行する幼稚園または認定こども園については、本紙⚕面に掲載の町田市私立幼稚園一覧をご覧下さい。

（新制度では、所得税額ではなく、市民税所得割額をもとに利用料を算定します）

※⚑　就労以外にも、妊娠・出産、保護者の疾病・障がい、同居または長期入院している親族の
介護・看護、求職中などの「保育を必要とする事由」に該当する場合、⚒・⚓号認定を受けること
ができます。詳細は、保育園で配布する入園のしおりや町田市ホームページをご覧下さい。
※⚒　⚑か月の就労時間が、月⚔⚘時間以上（⚑日⚔時間以上かつ月⚑⚒日以上）の場合、⚒・
⚓号認定を受けることができます。
※⚓　保育ママとは、町田市が認定した家庭的保育者が自宅などで保育を行う事業です。
※⚔　新制度に移行しない一部の幼稚園・認証保育所・ベビーホテル等を利用する場合、認
定を申請する必要はありません。また、利用料は施設が決める額です。

〈施設の概要〉
利用時間概　要

⚔時間（教育標準時間）

教育の基礎を培うことを目的とした教育施設
（学校）です。各園の教育理念のもとに、それ
ぞれの園の特色を生かした、創意工夫のある保
育がされます。
・満⚓歳から利用可能　・通園バス　・給食　
・預かり保育

幼
稚
園

【幼稚園部分のみを利用する場合】
幼稚園と同じ

【保育園部分を利用する場合】
保育園と同じ

幼稚園と保育園の機能を併せ持つ施設です。幼
稚園の特色ある教育と保護者に代わって保育を
一体的に行っています。
・⚐～⚒歳は保護者の就労等で保育を必要とす
る場合のみ利用可能

・⚓歳以上は保護者の就労に関わらず利用可能
・延長保育　・子育て相談　・給食

認
定
こ
ど
も
園

⚑⚑時間（保育標準時間）
または

⚘時間（保育短時間）

就労などの理由で乳幼児を保育できない場合
に、保護者に代わって保育を行う児童福祉施設
です。地域で気軽に子育て相談や親子の交流が
できる事業も行っています。
・⚐歳から利用可能　・延長保育　・一時保育
・子育て相談　・地域開放（子育てひろば）　
・給食

保
育
園

⚘時間（保育短時間）

家庭的な雰囲気のもと、少人数の保育を行う施
設です。個々の乳幼児の状態に応じたきめ細か
な保育が行われます。
・⚐歳から⚒歳まで利用可能
・⚓歳以降は連携する保育園や認定こども園に
入園可能

保
育
マ
マ

※施設により、実施する事業は異なります。

あなたのご家庭に合った
施設をご案内します
あなたのご家庭に合った
施設をご案内します 子どもの年齢は？子どもの年齢は？

０～２歳 ３～５歳

働き方は？働き方は？※1 ※1働き方は？働き方は？
両親のどちらかが
働いている

両親とも働いている
またはひとり親家庭

両親のどちらかが
働いている

両親とも働いている
またはひとり親家庭

１か月の就労時間１か月の就労時間 １か月の就労時間１か月の就労時間
※2

※3

※4

※2

月４８時間未満 月４８時間以上月４８時間未満 月４８時間以上

選択できます

認定を申請する
必要はありません
現在、幼稚園や認定
こども園で行われて
いる未就園児のプレ
保育や、保育所で行
われている一時保育
等を利用できます。

3 号認定 1号認定 2号認定
◆保育園
◆認定こども園
（保育の必要性あり）
◆保育ママ

◆幼稚園
◆認定こども園
（保育の必要性なし）

◆保育園
◆認定こども園
（保育の必要性あり）
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保育サポート講習会　日程表
会　場内　容時　間期　日

町田市民
フォーラム

入会説明会午前⚑⚐時～正午⚑⚐月⚒⚑日（火） 子どもの食事午後⚑時～⚓時
保育の心について午前⚑⚐時～正午⚑⚐月⚒⚓日（木） 心・体の発育と病気午後⚑時～⚓時
子どもの世話と遊び午前⚑⚐時～正午⚑⚐月⚒⚔日（金）

健康福祉会館普通救命講習費⚑⚔⚐⚐円午前⚙時～正午⚑⚐月⚒⚘日（火）
⚑⚐月⚓⚐日（木）
※「普通救命講習」は⚑⚐月⚒⚘日、⚓⚐日のいずれか⚑回の受講となります。当日は運動しや
すい服装でおいで下さい（スカート不可）。

問子ども総務課辺⚗⚒⚔・⚒⚘⚗⚖返⚐⚕⚐・⚓⚑⚐⚑・⚘⚓⚗⚗

利用施設認定区分保育の必要性年　齢
幼稚園、認定こど
も園⚑号認定なし

満⚓歳以上
保育園、認定こど
も園⚒号認定あり

保育園、認定こど
も園、保育ママ⚓号認定あり満⚓歳未満

〈認定の区分〉

　ご家庭に２人以上お子さんがいる場合、幼稚園や保育園などに通うお子さんの
利用料が減額される場合があります。

利用料その２ ２人以上お子さんがいる場合の利用料

⚓号認定⚒号認定⚑号認定認定区分
⚐～⚒歳⚓～⚕歳⚓～⚕歳年齢

保育園、認定こども園
（保育の必要あり）、
保育ママ

保育園、認定こど
も園
（保育の必要あり）

幼稚園、認定こど
も園
（保育の必要なし）

お子さんの
利用施設

小学校就学前まで
（幼稚園・保育園・認定こども園、
保育ママのいずれかを利用）

幼稚園年少～
小学⚓年生

減額対象の
きょうだい範囲

全額負担⚑人目
利用料 （⚒人目のお子さんが、本来支払う利用料の）半額負担⚒人目

⚐円⚓人目以降

⚒・⚓号認定の場合  
　保育時間により、利用料は異なりま
す。⚘時間利用の場合は、若干減額と
なります。なお、利用料は現行と変わ
らないよう検討しています。

⚑号認定の場合  
　月々の利用料が、⚒万⚕⚗⚐⚐円を上限
とした保護者の所得に応じた額となり
ます。なお、年⚒回支給されていた就
園奨励費は、新制度ではなくなります。

利用額については、子ども生活部の各窓口（市庁舎⚒階）で配布するリーフレット「早わ
かり外子ども・子育て支援新制度」をご覧下さい（幼稚園・保育園等でも配布予定）。ま
た、町田市ホームページでもご確認いただけます。

保護者の所得に応じた額（応能負担）になります。
利用料その１ 新制度に移行する施設の利用料


